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くりはらし

主 な 内 容主 な 内 容主 な 内 容 法
人
化
か
ら
19
年
、

　 

二
代
目
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

  

栗
駒
桜
田 

狩
野
常
幸
さ
ん
一
家

　

新
代
表
常
幸
さ
ん
、
裕
子
さ
ん
夫

婦
、
父
母
で
前
代
表
の
幸
一
さ
ん
、

頼
子
さ
ん
夫
婦
、
祖
母
の
た
か
を
さ

ん
、
後
継
者
に
な
る
で
あ
ろ
う
子
供

の
将
仁
君
、
僚
祐
君
の
四
世
代
家
族

で
す
。

　

今
年
の
３
月
に
㈲
狩
野
農
友
の
新

代
表
を
引
継
ぎ
、
水
稲
経
営
面
積
の

拡
大
や
良
質
米
の
生
産
、
育
苗
用
床

土
販
売
、
栗
原
米
の
集
荷
・
販
売
な
ど
、

地
域
と
連
携
し
、
ま
た
地
域
農
業
に

貢
献
し
な
が
ら
、
事
業
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

農業委員会だより農業委員会だより



第
10
回
耕
作
放
棄
地
発
生
防
止
・
解
消
活
動
表
彰

  
栗
原
市
農
業
委
員
会
が

　
　
　
　  

全
国
農
業
新
聞
賞
受
賞

　

栗
原
市
農
業
委
員
会
は
、
平
成

30
年
４
月
１
日
よ
り
栗
原
市
に
移

住
・
定
住
し
て
農
業
を
始
め
た
い

人
が
農
地
を
取
得
し
や
す
く
す
る

た
め
、
空
き
家
と
、
そ
れ
に
付
属

す
る
農
地
を
一
緒
に
取
得
す
る
場

合
に
、
下
限
面
積
要
件
を
0.1
ア
ー

ル（
10
㎡
）ま
で
引
き
下
げ
ま
し
た
。

　

近
年
、
農
あ
る
暮
ら
し
を
求
め
、

田
舎
へ
の
移
住
希
望
者
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
が
、
農
地
を
取
得
す

る
た
め
に
は
、
一
定
以
上
の
面
積

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
栗
原
市
で
は
、
移
住
し

た
い
人
へ
の
情
報
提
供
と
し
て
、

住
ま
い
る
栗
原
ホ
ー
ム
リ
サ
ー
チ

事
業（
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
）を
し

て
お
り
、
農
業
委
員
会
と
し
て
も
、

遊
休
農
地
の
解
消
の
た
め
、
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
に
登
録
さ
れ
た
空

き
家
と
、
そ
れ
に
付
属
す
る
農
地

を
権
利
取
得
す
る
場
合
に
限
り
、

下
限
面
積
を
緩
和
し
農
地
を
取
得

し
や
す
く
し
ま
し
た
。
栗
原
市
農

業
委
員
会
は
、
栗
原
市
に
定
住
し

て
農
あ
る
暮
ら
し
を
希
望
さ
れ
る

人
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農

業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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平
成
30
年
５
月
30
日
（
水
）

に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
全

国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
」
の

「
第
10
回
耕
作
放
棄
地
発
生
防

止
・
解
消
活
動
表
彰
」
に
お
い

て
、
栗
原
市
農
業
委
員
会
が
全

国
農
業
新
聞
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

栗
原
市
農
業
委
員
会
は
、
市

内
の
増
加
傾
向
に
あ
る
耕
作
放

棄
地
に
危
機
感
を
抱
き
、
平
成

25
年
度
よ
り
耕
作
放
棄
地
の
解

消
を
目
的
に
、
農
業
委
員
が
モ

デ
ル
的
に
荒
廃
農
地
の
復
元
作

業
を
実
施
し
、
地
域
の
担
い
手

な
ど
へ
の
利
用
権
設
定
を
図
る

「
栗
原
市
農
業
委
員
会
荒
廃
農

地
復
元
モ
デ
ル
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

こ
れ
ま
で
に
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
の
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
、

こ
の
事
業
実
施
周
辺
農
地
に
お

い
て
は
、
自
主
的
に
解
消
さ
れ

る
波
及
効
果
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
耕
作
放
棄
地
に

対
す
る
農
業
委
員
の
率
先
し
た

活
動
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
し
た

も
の
で
す
。

　

今
後
も
栗
原
市
農
業
委
員
会

は
、
地
域
の
農
地
を
守
る
た
め
、

農
地
利
用
最
適
化
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　空き家に付属する農地の取得で　農地法第３条の
　　　　　　　　　　下限面積を引き下げました。農地（空き家）所有者の手続きフロー

 ・空き家（農地）を空き家バンクに登録
申請をします。（企画部定住戦略室）

 ・空き家に付属する農地の指定申請をし
ます。（農業委員会）

 ・指定農地の現地調査後、農業委員会総
会において審議されます。
 ・農地（空き家）所有者へ、農業委員会
総会審議会結果が通知されます。

 ・農地法第３条許可申請書を農業委員会
に提出します。
　（農地（空き家）所有者
　　　　　＋農地（空き家）希望者）

 ・農業委員会総会審議後、農地法第３条
許可書が発行されます。

※農地（空き家）希望者は、空き家バンクに利
用登録のうえ、農地（空き家）所有者と交渉し、
農地（空き家）取得の手続きをします。

空き家バンクに関すること
問 企画部定住戦略室☎（22）1125

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（４２）１２３９
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築館地区
◎曽　根　金　雄
　　　☎（23）6209
○鈴　木　孝　夫
　　　☎（22）4877

上町、南町、中町、西町、
北町、下町、東町、伊豆一区、
伊豆二区、駅前、坂下、館下、
赤坂、成田、佐野、萩沢、
高森、蟹沢、上照越

◎佐　竹　きみ子
　　　☎（23）8402
○佐々木　栄　夫
　　　☎（23）8245

下萩沢、中照越、下照越、
八沢、横須賀、太田

◎大　場　裕　之
　　　☎（23）8532
○氏　家　優　一
　　　☎（22）9013

秋山、本木、八幡町、
宮野上町、宮野下町、留場北、
芋埣、花の木、大堀、黒瀬、
留場南、沖富、根岸

若柳地区
◎　　　　　　　
　　　☎（32）5819

三田鳥、下在、北浦、中町

○佐々木　　　進
　　　☎（32）5755

大林一、大林二、福岡

○小　野　大　介
　　　☎（32）5117

有賀、上在、町舘

○上　山　喜志雄
　　　☎（32）2649

新町一、新町二、大袋、荒町、
並柳、十文字、我門、北二股

◎鈴　木　春　江
　　　☎（33）2249

元町一、元町二、元町三、片町一、
片町二、大畑、峯、内谷川

○佐々木　　　剛
　　　☎（32）5401

新山、上町、南大通、下町一、下町二、
八木、川原、南二又、大目、新田

◎鈴　木　康　則
　　　☎（33）2101

かけ、米ヶ浦一、米ヶ浦二、
多賀

栗駒地区
○伊　藤　重　行
　　　☎（45）5153

耕英、滝ノ原、日照田、馬場、
三丁、若木

○　　　　　　　
　　　☎（45）1895

茂庭町、六日町、八日町、四日町、
東方区、下小路、上小路上、上小路下

◎吉　田　優　俊
　　　☎（45）3891

猿飛来上、猿飛来下、中野上、
中野下、上野

○佐　藤　東　一
　　　☎（45）4474

里谷、深谷、鳥沢下、鳥沢北、
鳥沢南

◎佐々木　吉　司
　　　☎（45）4032

荒砥沢、新田、角ケ崎、川東、
川西、山口、中文字、下文字

◎秋　山　憲　義
　　　☎（45）3616

高松、清水田、宝領、大鳥西、
大鳥中、大鳥東

◎岩　渕　　　弘
　　　☎（45）4112

八幡、桜田上、桜田下、菱沼、
栗原根岸、栗原沖

○佐　藤　み　き
　　　☎（45）4157

芋埣、渡丸、泉沢、田高田、
町田、西田

高清水地区
○大　澤　洋　介
　　　☎（58）3067

１区、２区、３区、４区、
５区、６区

◎及　川　正　一
　　　☎（58）2293

７区、８区、９区、10 区

○佐々木　耕太郎
　　　☎（58）3188

11 区、12 区、13 区

一迫地区
◎黒　澤　光　啓
　　　☎（52）3807

南沢、保呂羽、輝井、八幡

◎狩　野　和　義
　　　☎（52）3896

大館、竹の内、曽根、
姫松南沢、畑

○佐　藤　秀　男
　　　☎（52）3490

本町、中町、荒町、
清水一、清水二

◎三　浦　正　勝
　　　☎（54）2075

嶋躰、清水目、東町、金田中町、
新町、滝野、川北、大崩、
高橋下、高橋上、荒町下、
荒町上、大川口上、大川口下

○　　　　　　　
　　　☎（52）3448

本沢、一本松、狐崎一、
狐崎二、姫松南沢、畑、片子沢

瀬峰地区
◎大　黒　昭　夫
　　　☎（38）3387

野沢、泉谷、下荒町、上荒町、
牛渕、川前、上富、下富

◎米　山　嘉　彦
　　　☎（38）3583

宮小路原、藤田、中藤沢、
上藤沢、小深沢

○小　原　公　康
　　　☎（38）3540

下田、下藤沢、瀬嶺、新田沢

鶯沢地区
○　　　　　　　
　　　☎（55）3415

秋法上、秋法下、駒場上

○狩　野　正　行
　　　☎（55）3613

駒場下、袋

◎　　　　　　　
　　　☎（55）3309

八沢、日向、堰根

金成地区
○阿　部　正　一
　　　☎（42）2184

宇南、沢辺上、沢辺下、姉歯上、
姉歯下、梨崎下沢辺、小堤

○熊　谷　ゆ　り
　　　☎（42）1685

南一、南二、東、有壁一（副）、
有壁二（副）、有壁三（副）、
上片馬合（副）、下片馬合（副）

◎多　田　仁　一
　　　☎（42）1533

北、畑一、畑二

◎阿　部　一　信
　　　☎（44）2536

末野、藤渡戸、赤児、普賢堂、
有壁一（主）、有壁二（主）、
有壁三（主）、上片馬合（主）、
下片馬合（主）

◎佐　藤　　　勝
　　　☎（42）2657

小迫、岩崎平形、大原木

※（主）は主担当、（副）＝副担当
志波姫地区

◎尾　形　陽一郎
　　　☎（22）5767

宮中、山の上、里、新田、上

○千　葉　和　惠
　　　☎（25）2103

中、下、城内、町

◎佐々木　　　弘
　　　☎（25）2312

十文字、荒町、北、南

○氏　家　勝　子
　　　☎（25）2472

橋本、熊谷、大平、間海

花山地区
◎狩　野　善　典
　　　☎（56）2431

宿、程野、小豆畑、天ケ沢、
座主、花山沢、北ノ前、松ノ原

◎千　葉　優　子
　　　☎（56）2552

荒谷、大笹、上原、金沢、
中村、浅布

各地区の担当を
紹介します

　農地法に基づく許認可、遊休農地の解消、認定農業者等への農
地の利用集積、農業者年金への加入、そのほか農地に関するご相
談は、各地区の担当農業委員・農地利用最適化推進委員または農
業委員会事務局までお問い合わせください。

◎農業委員　　○農地利用最適化推進委員	

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（４２）１２３９



くりはらし農業委員会だより 4

　

農
業
委
員
会
女
性
委
員
会
主
催
に
よ
る
料
理
教

室
も
、
第
11
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
地
産
地
消
を

テ
ー
マ
に
、
こ
こ
数
年
は
栗
原
市
が
推
奨
し
て
い

る
「
ズ
ッ
キ
ー
ニ
」
を
メ
ニ
ュ
ー
の
一
部
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
パ
エ
リ
ア
風
や
ス
ー

プ
、
し
そ
巻
な
ど
計
６
品
を
作
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
30
代
～
70
代
の
約
20
名
。
終
始
和
気
あ
い

あ
い
と
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
世
代
を
超
え
た
交

流
の
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。「
身
近
に
あ
る

野
菜
で
、
短
時
間
で
手
軽
に
お
い
し
い
料
理
が
た

く
さ
ん
作
れ
る
こ
と
に
驚
い
た
。」
な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
き
大
変
好
評
で
し
た
。

　

す
ぐ
身
近
に
あ
り
、
い
つ
も
目
に
す
る
素
材
を

使
っ
て
の
料
理
は
、
と
て
も
旬
で
安
全
安
心
な
も

の
を
食
べ
ら
れ
る
と
い

う
地
産
地
消
な
ら
で
は

の
利
点
と
言
え
ま
す
。

私
た
ち
女
性
委
員
は
、

今
後
も
こ
の
地
産
地
消

を
推
進
す
る
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
氏
家
勝
子
推
進
委
員
）

平成30年度農業委員会総会開催予定
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

申 請 期 日 １０日（金） １０日（月） １０日（水） １２日（月） １０日（月） １０日（木）

総会開催日 ２９日(水） ２６日（水） ２９日（月） ２８日（水） ２６日(水） ２９日（火）

※諸事情により、申請締切および総会開催日が変更となる場合があります。

農業委員会事務局  ☎（42）1239
築 館 総 合 支 所  ☎（22）1114
若 柳 総 合 支 所  ☎（32）2124
栗 駒 総 合 支 所  ☎（45）2114
高 清 水 総 合 支 所  ☎（58）2113
一 迫 総 合 支 所  ☎（52）2114
瀬 峰 総 合 支 所  ☎（38）2114
鶯 沢 総 合 支 所  ☎（55）2114
金 成 総 合 支 所  ☎（42）1114
志 波 姫 総 合 支 所  ☎（25）3114
花 山 総 合 支 所  ☎（56）2114

【相談予約・お問合せ先】事前予約のお願い！（申請・届出・相談など）
　申請や届出・相談（農地の転用・権利の移動、非
農地証明など）のお客様で窓口が込み合い、長時間
お待ちいただくことがあります。
大変お手数ですが、農業委員会事務局または各総合
支所市民サービス課産業建設係に事前予約のうえ、
ご来庁いただきますようご協力をお願いいたします。

農地法第３条
農地の

賃貸借・売買等

農地法第４条
自己所有地を
転用する場合

農地法第５条
権利を設定・移動
して転用する場合

農用地利用集積計画
認定農業者等への

賃貸借・売買等

非農地証明
使用されている土
地について農地で
ないことの証明

３月 43件（311,507㎡） 2件　　　（930㎡） 9件　（3,332㎡） 174件（1,545,348㎡） 1件　（262㎡）

４月 35件（408,861㎡） 4件（16,182㎡） 6件（11,312㎡） 138件（1,284,700㎡） 4件　（1,802㎡）

５月 24件（231,497㎡） 1件　（1,325㎡） 5件　（3,077㎡） 27件　　（179,729㎡） 5件　（2,454㎡）

６月 12件　（50,323㎡） 4件　（3,515㎡） 13件　（6,300㎡） 16件　　（102,606㎡） 2件　（330㎡）

農業委員会総会審議状況農業委員会総会審議状況

 
地
元
野
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室

　　
７
月
３
日（
火
）／
金
成
や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（４２）１２３９
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農地の貸し借りの仕組み農地の貸し借りの仕組み

活用しましょう

農地中間管理機構を

活用しましょう

農地中間管理機構を

　　　　　　　　　　　　後継者が不在あるいは農業を継いでもらえるのか「今後の営農が不安」
な方や「農業機械の更新の時期で悩んでいる」方などは、ぜひ本制度をご検討ください。農地を貸
し出し、農業をリタイアした農家には、面積に応じて「経営転換協力金」が交付される支援もあり
ます。

出
し
手

受
け
手

出
し
手

受
け
手

貸したい!

借りたい!

市
町
村
・
農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
・
機
構

利
用
調
整
活
動

①出し手から農地を借受け

②必要な場合は簡易な条件
　整備等を実施（※）

③受け手（認定農業者等）へ
　の農地集積に配慮し貸付

（※出し手・受け手の負担に
　よる整備や農地整備補助事
　業の活用を基本とします。）

安心して
任せられる!

メリット

機構集積
協力金の交付!

農地が
まとまった!

機構から
借受け

農地中間管理機構
（農地集積バンク）
【みやぎ農業振興公社】機構へ

貸付け

公募に
応募

【機構集積協力金（経営転換協力金）】
　　①交付対象者　　・「経営転換する農業者」「リタイアする農業者」「農地の相続人」
　　②交付要件　　　・全農地を１０年以上機構に貸し付け，かつ当該農地が１筆以上自分以外の
　　　　　　　　　　　経営体に転貸されること
　　③交付対象農地　・対象経営体から機構に貸し付けされた農地の内「新規集積農地面積」（注１）
　　　　　　　　　　　に該当する農地
　　④交付単価　　　・３万円／１０ａ (注２)
　　（注１）新たに担い手に集積された面積
　　（注２）受取額上限は1戸当たり７０万円。ただし、対象農地が２ha以下の場合は５０万円
　　　　　　※今後変更になる場合もあります。

【農地中間管理事業の問い合わせ先】
　　宮城県農地中間管理機構　公益社団法人みやぎ農業振興公社　　　　☎022（275）9192
　　宮城県北部地方振興事務所栗原地域事務所農業振興部　　　　　　　☎0228（22）2268
　　栗原市農林振興部農林畜産課　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0228（22）1136
　　栗原市農業委員会事務局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0228（42）1239
　　栗っこ農業協同組合営農部営農企画課　　　　　　　　　　　　　　☎0228（23）2106

相続
手続き等

相続
手続き等

　なお，この制度に関するご質問やご相談については，下記のとおり相談窓口を
設置しておりますので問い合わせください。
　なお，この制度に関するご質問やご相談については，下記のとおり相談窓口を
設置しておりますので問い合わせください。

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（４２）１２３９



くりはらし農業委員会だより 6

利用意向調査を実施します！
農業委員・農地最適化推進委員は、 農地パトロールを実施し、

『遊休農地の把握と発生防止』、『農地の違反転用発生防止』を重点的に取り組んでいます。
今年も市内の農地が

を調査します。
また、農地法改正により、 農地パトロールの結果、

遊休農地と判断された農地の所有者に対し「利用意向調査」を実施します。

農業委員・農地利用最適化推進委員は、 農地パトロールを実施し、
『遊休農地の把握と発生防止』、『農地の違反転用発生防止』を重点的に取り組んでいます。

今年も市内の農地が

適正に利用されているか
を調査します。

また、農地法改正により、 農地パトロールの結果、
遊休農地と判断された農地の所有者に対し「利用意向調査」を実施します。

○利用意向調査とは・・・
　　遊休農地と判断された農地所有者に対し、
　次のとおり意向を調査します。
　　①自ら耕作するか
　　②農地中間管理事業を利用するか
　　③誰かに貸付けするか

８月～11月は農地パトロール
月間

８月～11月は農地パトロール
月間

※１「土づくり」は、肥料、
　　有機質材の投入、
　　緑肥作物の栽培等
※２「主食用米及び畑作物の
　　所得補償交付金の対象作
　　物」と「米・水田活用の
　　所得補償と交付金の交付
　　対象農地」は支援対象外

障害物除去・深耕・整地等 土づくり※1

土づくり※1

作物の作付け※2

障害物除去・深耕・整地等 土づくり※1

＜障害物除去実施年度＞５万円 /10a

＜障害物除去実施年度＞補助率 1/2以内等

◆チェックリスト方式の簡素な実績報告

◆総費用の積み上げによる清算
※「障害物除去等＋土づくり」の経費が10万円 /10a を超える場合

再生作業
＜翌年度に必要な場合＞
2.５万円 /10a

＋

＋

荒廃農地

荒れた農地をよみがえらせよう！荒れた農地をよみがえらせよう！荒れた農地をよみがえらせよう！
　耕作放棄地を再生し、作物を生産する取り組みを支援しています。
　昨年度、栗原市では３件（１９９ａ）がこの事業により耕作放棄地を再生しています。取り
組んでみたい人は、事業の着手前に農業委員会事務局までご相談ください。

耕作放棄地再生利用緊急対策を活用して

今年度が最
終年度

今年度が最
終年度

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（４２）１２３９
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農
業
者
年
金
加
入
者
に

　
　
　

  

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

3つの要件を満たせば、どなたでも加入できます3つの要件を満たせば、どなたでも加入できます

しっかり積立て
がっちりサポート
安心して豊かな老後を

しっかり積立て
がっちりサポート
安心して豊かな老後を

60歳未満国民年金第1号被保険者
（納付免除者を除く）

年間60日以上
農業に従事

農業者年金は税制面で優遇されています
①公的年金制度のため、その年に支払った保険料全額が社会保険料控除の
　対象となります。
②年金資産の運用益は非課税なので、その分年金原資が多くなります。
③受取る年金も公的年金等控除の対象となります。

小森さんのお話
を

もうちょっと詳
しく

■保険料支払による節税効果の目安

15.1％

20.2％

30.4％

～195万円以下

195万円超～330万円以下

330万円超～695万円以下

３万６千円

４万８千円

７万２千円

７万２千円

９万６千円

１４万５千円

１２万１千円

１６万２千円

２４万４千円

保 険 料 支 払 額 別 の 節 税 額
税　率 月額２万円

(年額24万円）の場合
月額４万円

(年額48万円)の場合
月額６万７千円

(年額80万４千円）の場合
課税対象所得

※税率は、所得税＋住民税10％＋復興特別所得税（所得税額の2.1％）で算出しており、保険料支払後も
　保険料支払前と適用される税率に変更がないものとして試算しています。
※百円単位は端数処理しています。

詳しくはお問い合わせください。　問栗原市農業委員会事務局　☎ （４２）１２３９
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。
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な
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、
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収
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。
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と
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控
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な
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後
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を
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険
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し
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を
図
り
な
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ら
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後
に
備
え
た
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し
て
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し
た
。
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仁
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みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（４２）１２３９



　栗駒山登山道に通じる県道沿いの好
立地を活かし、観光振興や地域間交流
の拠点としての役割を果たす特産物直
売センター。地元商工会を中心に、施
設利用組合が指定管理者として運営し
ています。参加組合員数は約 168 名で、
現在も増え続けています。
　旬の野菜や果物をメインに漬物など
の地場産品を取り扱っており、野菜は
栗原管内生産者のキャベツ、ブロッコ
リー等旬の野菜が出品されています。
トマトの種類に関しては市内有名どこ
ろを集め、サラダ系や甘味重視のフルー
ツトマトなど盛りだくさん。また、栗駒
文字のさくらんぼは、大変おいしいと
仙台圏のお客さまに大好評でした。
　その他栗原産の米を使ったおこわ、
お惣菜、餅や上新粉を使ったしんこ餅、
栗駒鶏卵などが特に人気を集めていま
す。　　　　　（取材　吉田優俊委員）

み～つけた!! 「山の駅　くりこま」
☎０２２８（２４）８１６１

〒989-5301　栗原市栗駒岩ケ崎上小路150番地7

【営業時間】９：30～18：00
【休 館 日】１月１日および棚卸し日
　　　　　（１月31日・７月31日）の３日間

直売所

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

　

農
業
委
員
会
法
改
正
に
伴
い
、

利
害
関
係
を
有
し
な
い
者
と
し
て

農
業
委
員
に
任
命
を
受
け
て
、
一

年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

農
業
と
関
わ
り
の
な
か
っ
た
私

に
と
っ
て
、
毎
日
が
勉
強
で
あ
り

ま
す
。
農
業
を
と
り
ま
く
諸
問
題

が
山
積
し
て
い
る
中
で
、
農
地
利

用
最
適
化
の
推
進
に
向
け
て
活
動

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
皆
様
か
ら
ご
協
力

の
も
と
、
第
38
号
の
発
行
に
至
り

ま
し
た
。
ご
協
力
、
ご
支
援
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、『
農
業
委
員
会
だ

よ
り
』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
大
黒　

昭
夫
委
員
）

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記
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〒989-5171 宮城県栗原市金成沢辺町沖200番地 ☎ 0228（42）1239 ファクス 0228（42）1249　電子メール nogyoiinkai@kuriharacity.jp
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米
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投
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駒
嶺
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野
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太
朗
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ん
（
19
）

　

私
の
家
は
稲
作
農
家
で
、
私

も
毎
年
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
米
作
り
に
つ
い
て
は

そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
汗
を
流
し
な
が
ら
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
全
力
で
し
て
い

ま
す
。

　

夏
の
暑
い
日
や
雨
が
降
り
し

き
る
中
、
作
業
を
し
た
日
も
あ

り
、
大
変
な
思
い
も
し
ま
し
た
。

正
直
嫌
に
な
っ
て
投
げ
出
し
て

し
ま
い
た
く
な
る
時
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
作

業
が
終
わ
っ
た
と
き
の
達
成
感

は
最
高
で
す
。
そ
れ
に
、
他
の

農
家
の
方
々
に
も
手
伝
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、

私
も
負
け
ず
に
が
ん

ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
の

知
識
は
ま
だ
ま
だ
足

り
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
将
来
農
業

経
営
を
受
け
継
ぐ
日

ま
で
今
は
全
力
で
が

ん
ば
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
米

作
り
を
楽
し
み
な
が

ら
、
一
つ
ひ
と
つ
学

び
吸
収
し
て
い
き
ま

す
。


